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愛

▲懇親会風景▲展示会場風景

高
速
道
路
の
渋
滞
に

あ
い
大
会
終
了
後
に

到
着
と
い
う
苦
い
経

験
を
し
て
い
る
。
今

回
は
前
日
に
兵
庫
県

内
で
観
光
を
行
い
、

大
会
会
場
近
く
の
塩

田
温
泉
で
一
泊
し
認

式
典
に
ゆ
と
ｈ
を
も
っ

て
参
加
で
き
る
よ
う

に
行
程
が
組
ま
れ
て

い
た
。ツ

ア
ー
の
コ
ー
ス

は
、
バ
ス
４
台
で
各

支
部
の
参
加
者
の
都

合
に
合
わ
せ
た
出
発

全
板
大
会
は
６
月
廻
日
ポ
ー
ト

ピ
ア
ホ
テ
ル
で
前
夜
祭
が
、
皿
日

本
大
会
が
神
戸
国
際
展
示
場
で
開

催
さ
れ
た
。

愛
知
県
板
金
工
業
組
合
は
皿
日
・

週
日
、
一
泊
二
日
の
パ
ス
ッ
ア
ー

を
組
ん
で
兵
庫
大
会
に
１
１
７
名

と
、
当
日
会
場
及
び
支
部
単
独
バ

ス
ッ
ァ
ー
記
名
が
参
加
し
た
。

愛
知
県
板
は
昨
年
の
横
浜
大
会

で
は
式
典
当
日
を
出
発
日
と
し
て

愛
知
県
板
は

一
七
五
名
参
加

愛知県板金工業組合
発行広報委員会
名古屋市昭和区北山町
３－８－６〒４６６－０００６

電話052-732-1226

識

蕊識＃；

地
と
し
て
、
養
老
Ｓ
Ａ
に
、
９
時

半
頃
集
合
し
た
。

東
条
湖
畔
で
昼
食
を
と
り
姫
路

城
見
学
や
円
教
寺
を
へ
て
、
バ
ス

を
降
り
る
度
に
強
い
陽
射
し
で
か

い
た
汗
を
塩
田
温
泉
の
宿
「
夢
乃

井
」
で
流
し
た
。

温
泉
と
い
え
ど
も
外
の
夜
景
は

真
っ
暗
で
何
一
つ
な
い
所
だ
が

「
夢
乃
井
」
の
宴
会
は
大
い
に
賑

わ
っ
た
。

過
日
は
宿
を
９
時
に
出
発
し
て

湊
川
神
社
参
拝
後
、
神
戸
ポ
ー
ト

ア
イ
ラ
ン
ド
で
早
め
の
昼
食
を
す

ま
せ
て
岨
時
半
に
は
大
会
会
場
に

到
着
し
た
。

神
戸
国
際
展
示
場
２
階
で
午
後

１
時
よ
り
式
典
が
行
わ
れ
た
。
式

典
会
場
の
１
階
で
は
各
メ
ー
カ
ー

の
商
品
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
よ
る

展
示
が
あ
り
別
の
屋
外
展
示
場
に▲大会風景

蕊

男治

雛零……ー

鰯愈瀧灘 は
大
型
機
械
や
道
具
類
の
販
売
と
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
て
い
た
。

時
世
を
反
映
し
て
か
屋
外
展
示
は
規
模
が
縮
小

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
お
も
わ
れ
た
が
、
暑
い
日
の

見
学
も
休
憩
場
も
無
く
疲
れ
る
も
の
だ
が
エ
ア
コ

ン
の
利
い
た
屋
内
展
示
は
欠
か
せ
な
い
こ
と
だ
。

愛
板
コ
ー
ス
は
午
後
３
時
に
会
場
を
後
に
し
た

が
、
そ
れ
ま
で
村
上
理
事
長
は
、
大
会
役
員
と
し

て
別
行
動
で
あ
っ
た
が
、
帰
路
の
バ
ス
ご
と
に
参

加
へ
の
お
礼
と
挨
拶
の
中
で
愛
知
県
板
が
福
利
厚

生
制
度
活
用
組
合
表
彰
（
全
板
国
年
基
金
）
に
第
一

位
受
賞
し
た
こ
と
を
報
告
さ
れ
た
。
一
宮
佐
藤

兜

大
会
受
賞
者

＊
功
労
章

鈴
木
幹
彦
三
浦

糟
谷
満
石
川

＊
鵡
回
全
国
建
築
板
金
競
技
大
会

建
築
技
術
の
部

第
２
位
片
山

第
３
位
宇
野

凹判群●

恥
藩織霧篭認還織野潔

鷲

潮

蕊

蝋
蕊

蕊
（
敬
称
略
）
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鋼

蕊聴

匡
裕

勝
義

§
毒

無
手

▲功労章受賞者（敬称略）
左から石川光男、糟谷満、三浦誠治、鈴木幹彦
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▲
ス
レ
ー
ト
葺
き
替
え
実
習

六
月
二
十
四
日
⑧
長
野
県
長
野

市
の
「
ビ
ッ
グ
ハ
ッ
ト
」
に
お
い

て
、
第
二
十
六
回
通
常
総
会
が
行

わ
れ
た
。

本
来
な
ら
県
板
青
年
部
の
役
員

が
参
加
す
る
の
だ
が
、
総
会
後
の

別
の
件
で
同
場
所
に
い
く
用
事
が

あ
っ
た
の
で
、
通
常
総
会
に
参
加

し
て
ど
の
よ
う
な
通
常
総
会
が
行

わ
れ
る
の
か
見
て
み
よ
う
と
思
い

参
加
し
た
。

開
会
の
辞
で
始
ま
り
部
長
あ
い

さ
つ
、
参
加
人
数
・
委
任
状
の
報

告
、
来
賓
あ
い
さ
つ
、
議
長
・
書

記
の
任
命
で
始
ま
っ
た
。
議
案
の

郊
村
塑
理
嘉
長
蹴
蕊
簿
綴

詑
・
蔀
・
苧
や
《
、
挙
捗
誉
客
や
や
争
奪
字
や
寸
物
．
今
金
今
や
や
杏
、
斡
舎
秒
・

瀧
潔
認
識
蕊
緋
蝋
溌

我
ら
愛
知
県
板
の
村
上
章
理
事

長
が
４
月
訂
日
の
愛
知
県
中
小
企

業
団
体
中
央
会
総
会
で
副
会
長
に

〆‘鱗拝早毒制韓一”
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フ
ォ
ー
ム
商
品
の
説
明
が
あ
り
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
施
工
マ
ー
ー
ュ
ァ

ル
、
施
工
ビ
デ
オ
を
使
っ
て
次
の

商
品
が
紹
介
さ
れ
た
。

．
Ｅ
Ｒ
横
葺
き
シ
リ
ー
ズ

・
エ
コ
ダ
ッ
ハ

。
Ｅ
Ｒ
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム

。
Ｅ
Ｒ
や
す
ら
ぎ

．
Ｅ
Ｒ
や
ま
な
み
新
工
法

。
Ｅ
Ｒ
か
わ
ら

昼
食
後
、
金
具
メ
ー
カ
ー
で
あ

る
㈱
サ
カ
タ
製
作
所
の
商
品
説
明

が
あ
り
、
既
存
の
折
板
を
剥
さ
ず

に
葺
替
で
き
る
タ
イ
ト
フ
レ
ー
ム

（
ふ
き
葺
Ⅱ
型
）
、
既
存
の
小
波
ス

レ
ー
ト
外
壁
に
新
し
い
下
地
を
取

り
付
け
る
金
具
（
ウ
ォ
ー
ル
タ
イ

ト
リ
ス
ト
）
が
紹
介
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
教
室
を
出
て
駐
車
場

に
て
デ
モ
施
工
に
移
っ
た
。
施
工

す
る
屋
根
は
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
講
習
の
時
に
作
ら
れ
た
も
の
を

使
っ
た
。
施
工
し
た
屋
根
材
は
大

同
鋼
板
の
金
属
か
わ
ら
（
Ｅ
Ｒ
か

わ
ら
）
、
大
波
ス
レ
ー
ト
用
カ
バ
ー

ル
ー
フ
（
Ｅ
Ｒ
や
ま
な
み
）
の
無

塵
工
法
、
そ
し
て
㈱
田
中
屋
の
瓦

棒
屋
根
の
葺
替
が
で
き
る
（
ス
ー

パ
ー
ル
ー
フ
）
の
３
種
類
で
あ
っ

た
。

ふ
た
た
び
教
室
に
入
り
、
松
下

電
工
㈱
の
有
須
田
修
氏
を
講
師
に

し
て
「
こ
れ
か
ら
の
板
金
業
は
生

き
残
り
に
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
」

と
題
し
て
約
１
時
間
の
講
演
が
あ

り
、
今
回
の
研
碓
隆
二
は
終
了
し
た
。

高
橋

式
は
、
一
人
づ
つ
に
全
板
連
・

日
板
協
理
事
長
の
勝
又
貞
治
氏
が

賞
状
を
渡
し
、
全
板
連
・
日
板
協

青
年
部
部
長
・
野
溝
年
成
氏
が
、

記
念
の
盾
を
渡
さ
れ
た
。

全
て
の
行
事
が
終
了
し
た
の
は
、

午
後
一
二
時
三
○
分
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
昼
食
を
し
帰
路
に
つ
い

た
。

樋
常
総
会
雌
参
伽
〃
端

ヨ

宮
市
「
富
士
教
育
訓
練
セ
ン
タ
ー
」

で
行
わ
れ
る
事
が
、
発
表
さ
れ
た
。

内
容
に
つ
い
て
は
、
私
達
が

行
っ
て
い
る
事
と
変
わ
り
が
な
い

と
思
っ
た
が
、
た
だ
一
点
不
思
議

に
思
っ
た
の
は
、
会
計
報
告
の
中

に
繰
越
金
と
言
う
金
額
が
な
い
事

で
あ
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
青

年
部
自
体
が
独
立
し
た
運
営
活
動

を
し
て
お
ら
ず
、
本
部
会
計
よ
り

繰
入
金
を
い
た
だ
き
、
余
っ
た
金

額
を
全
額
返
金
し
て
、
新
た
に
繰

入
金
を
い
た
だ
く
方
法
を
と
っ
て

い
た
。さ

て
、
私
が
こ
の
場
所
に
行
っ

た
訳
に
は
、
総
会
後
に
「
第
二
十

四
回
全
国
建
築
板
金
競
技
大
会
の

上
位
入
賞
者
（
第
五
位
ま
で
）
の

表
彰
式
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
に
出

席
す
る
た
め
で
あ
る
。

瀞

６
月
２
日
出
９
時
妬
分
よ
り
３

時
釦
分
ま
で
岡
崎
技
術
工
学
院
に

て
開
催
し
、
西
三
板
金
連
合
会
８

支
部
よ
り
艶
名
、
村
上
理
事
長
を

は
じ
め
他
ブ
ロ
ッ
ク
よ
り
廻
名
の

参
加
者
が
あ
っ
た
。

午
前
中
は
大
同
鋼
板
に
よ
り
リ

弓

上
位
入
賞
者
（
関
係
分
）

建
築
技
術
の
部
（
Ｎ
Ｙ
Ａ
Ｃ
）

一
位
桑
原
勝
則
（
群
馬
）

二
位
片
山
匡
裕
（
愛
知
）

三
位
宇
野
勝
義
（
愛
知
）

四
位
伊
藤
秀
二
（
三
重
）

五
位
中
辻
安
則
（
奈
良
）

岡
崎
宇
野

中
に
、
役
員
改
選
に
関
す
る
件
が

あ
り
、
協
議
の
結
果
、
第
八
代
新

部
長
に
愛
知
県
板
、
東
三
ブ
ロ
ッ

ク
の
河
田
雅
彦
氏
（
㈲
伸
昌
板
金
）

に
決
定
し
た
。
愛
知
県
板
か
ら
部

長
が
任
命
さ
れ
た
の
は
、
初
め
て

の
こ
と
で
、
『
す
ご
い
」
の
一
言

に
つ
き
る
と
思
う
半
面
、
全
板
連
・

日
板
協
主
催
の
行
事
に
は
よ
り
多

く
の
人
数
を
参
加
さ
せ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
う
。

十
三
年
度
の
事
業
報
告
の
中
に

「
あ
す
な
る
研
究
会
」
が
、
石
川

県
七
尾
市
で
開
催
さ
れ
、
競
技
大

会
が
、
去
年
と
同
じ
静
岡
県
富
士

ザ
や
心
〃
今
秒
．
隼
必
勝
や
や
．
Ｊ
守
幾
ワ
．
忽
や
．
群
．
・
・
や

選
任
さ
れ
就
任
さ
れ
た
。

大
変
名
誉
で
あ
る
。
お
身
体
に

は
十
分
気
を
つ
け
て
頑
張
っ
て
い

た
だ
き
た
い
。

愛
知
県
板
の
行
政
認
可
は
愛
知

県
知
事
で
あ
る
が
報
告
事
項
や
承

認
は
直
接
知
事
に
提
出
す
る
の
で

は
な
く
、
全
て
中
小
企
業
団
体
中

央
会
を
経
て
提
出
す
る
こ
と
に
組

合
法
で
決
め
ら
れ
て
い
る
。

西
三
板
金
連
合
会
は
今
年
度
の

事
業
の
一
つ
と
し
て
新
商
品
に
関

す
る
研
修
会
を
企
画
し
て
い
た
が
、

今
回
、
大
同
鋼
板
㈱
の
協
力
で
リ

フ
ォ
ー
ム
関
連
の
新
商
品
の
説
明

と
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
施
工

の
研
修
会
を
開
催
し
た
。

愛

▲
リ
フ
ォ
ー
ム
研
修
・
実
習
風
景

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
行
政
か

ら
の
指
導
も
中
小
企
業
団
体
中
央

会
か
ら
な
さ
れ
る
。

そ
の
団
体
の
副
会
長
に
就
任
さ

れ
た
こ
と
は
我
々
の
組
合
に
も
と

て
も
力
強
い
こ
と
で
あ
る
。

小
泉
内
閣
に
な
っ
て
国
債
の
発

行
が
減
り
、
地
方
行
政
の
補
助
金

も
少
な
く
な
り
、
当
然
私
た
ち
の

業
界
に
来
る
補
助
金
な
ど
も
目
減

り
し
て
く
る
こ
と
に
な
る
。

そ
の
中
で
少
し
で
も
有
利
に
事

業
が
展
開
出
来
れ
ば
板
金
組
合
と

し
て
も
助
か
る
の
で
は
な
い
で
あ

ろ
う
か
？

鷲
見
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＊
７
月
４
日
㈱

総
務
委
員
会

＊
７
月
Ⅲ
日
㈱

技
術
研
究
委
員
会

＊
７
月
Ⅳ
日
㈹

厨
房
・
空
調
委
員
会

＊
７
月
別
日
㈹

厚
生
委
員
会

＊
７
月
調
日
㈱

経
営
対
策
委
員
会

＊
７
月
釦
日
㈹

広
報
委
員
会

時
６
月
幻
日
３
時
開
会

所
組
合
３
階
会
議
室

出
席
要
員
Ⅲ
名
（
欠
１
名
）

１
、
担
当
役
員
挨
拶

斉
藤
副
理
事
長

２
、
委
嘱
状
交
付

３
、
大
友
委
員
長
挨
拶

出
席
者
自
己
紹
介

４
、
識
事

、
保
証
書
発
行
状
況
に
つ
い
て

①
支
部
別
保
証
看
板
店
数
②
保

証
書
発
行
及
び
工
事
規
模
一
覧
表

③
全
板
型
保
証
書
発
行
実
績
一
覧

④
責
任
施
工
制
度
保
証
書
発
行
及

び
ク
レ
ー
ム
事
故
件
数
・
内
容
。

以
上
の
資
料
に
よ
り
谷
沢
事
務

局
長
が
説
明
。
全
国
・
愛
知
と
も

昨
年
か
ら
急
増
し
て
い
る
事
が
指

摘
さ
れ
、
工
事
請
負
業
者
・
工
務

日
頃
か
ら
、
県
板
事
業
に
ご
協

力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
こ
と
誠
に

有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

平
成
旭
年
４
月
か
ら
住
宅
品
質

確
保
促
進
法
（
品
確
法
）
が
施
行

さ
れ
ま
し
た
が
、
全
板
連
の
責
任

施
工
保
証
制
度
は
、
こ
れ
に
先
駆

け
昭
和
的
年
か
ら
始
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
品
確
法
の
施
行
に
伴
い
、

お
施
主
へ
の
保
証
の
必
要
性
は
、

益
々
増
大
し
て
き
ま
す
。

県
板
で
は
、
責
任
施
工
保
証
制

灘蕊鰯錨

零
瀞
寧
保
証
委
員
会
報
告
鵜
鵜
慰

偏
線
鉦
津
鐸
祇
の
ご
協
九
瞳
ゴ
蝋

裳
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１
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Ⅱ
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０
１
日
Ⅱ
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■
２
８
日
日
日
日
８
日
Ⅱ
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開
催
白
州

Ｉ
Ｉ

瀞
零
簿
広
報
委
員
会
報
告
鍵
鍵
懲

日
頃
は
、
組
合
事
業
に
ご

協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

８
月
Ⅶ
日
出
か
ら

８
月
怜
日
㈱
ま
で

お
休
み
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

六
月
二
十
八
日
に
、
愛
板
組
合

三
階
会
議
室
に
て
、
新
体
制
に
よ

る
第
一
回
目
の
委
員
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

定
刻
よ
り
一
時
間
早
く
、
午
後

二
時
か
ら
始
ま
り
、
新
委
員
長

（
昭
和
支
部
の
鷲
見
氏
）
か
ら
、

一
人
一
人
に
委
嘱
状
が
手
渡
さ

れ
、
自
分
も
手
渡
さ
れ
る
と
『
大

変
な
事
を
引
き
受
け
て
し
ま
っ
た

な
ぁ
」
と
不
安
で
一
杯
で
、
出
来

る
の
だ
ろ
う
か
と
、
心
配
の
反
面
、

今
後
の
機
関
紙
が
自
分
の
力
で
ど

う
変
わ
る
か
、
ち
ょ
っ
と
期
待
し

て
い
ま
す
。

次
に
新
旧
の
委
員
に
よ
る
今
後

の
抱
負
が
話
さ
れ
、
さ
す
が
長
年

や
っ
て
来
ら
れ
た
委
員
の
方
々
は
、

し
っ
か
り
と
し
た
考
え
を
も
っ
て

お
ら
れ
て
、
私
の
よ
う
な
、
ま
だ

右
も
左
も
分
か
ら
な
い
若
輩
者
は

た
だ
頑
張
り
ま
す
の
一
言
で
終
わ
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
討
圭
狸
云
に
な
り
、
色
々

な
意
見
が
飛
び
交
い
、
白
熱
し
た

バ
ト
ル
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
た
だ

圧
倒
さ
れ
る
ば
か
り
で
、
話
の
内

容
に
ぜ
ん
ぜ
ん
つ
い
て
い
け
な
く

て
、
た
だ
呆
然
と
会
話
を
聞
い
て

い
る
だ
け
で
、
な
ん
か
あ
っ
と
い

う
間
に
、
時
間
だ
け
が
過
ぎ
た
よ

う
な
気
が
し
ま
し
た
。

唯
一
分
か
っ
た
会
話
が
パ
ソ
コ

ン
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
話
で
、
委

員
長
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
印
刷
し

県
板
事
務
局
は
、

店
工
事
発
注
者
か
ら
要
望
の
例
も

紹
介
さ
れ
た
。
組
合
の
主
要
事
業

と
し
て
推
進
す
る
こ
と
が
確
認
。

②
旧
年
度
保
証
講
習
会
に
つ
い
て

資
格
取
得
後
の
工
事
施
工
技
能

向
上
．
新
し
い
資
材
の
紹
介
な
ど

の
講
習
会
（
再
誰
習
）
を
実
施
す

る
。
今
年
度
は
９
月
帥
日
㈲
、
県

板
組
合
３
Ｆ
会
議
室
で
実
施
を
目

標
に
取
り
組
む
事
と
し
た
。
尚
、

各
支
部
で
保
証
看
板
店
の
意
識
高

揚
に
取
り
組
み
、
講
習
会
へ
の
参

加
を
呼
び
掛
け
る
こ
と
と
し
た
。

（
会
場
の
関
係
で
参
加
者
数
が
多

数
の
と
き
は
講
習
会
の
回
数
を
多

く
す
る
）
数
年
中
に
全
ブ
ロ
ッ
ク

で
実
施
を
目
標
と
す
る
。

③
旧
年
度
の
保
証
事
業
の
推
進
に

つ
い
て

度
を
主
要
事
業
と
し
て
取
組
み
、

確
固
た
る
制
度
と
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
実
績

を
さ
ら
に
高
め
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
建
設
業
者
の
関
心
も
高
ま
っ

て
お
り
、
全
板
連
で
は
平
成
ｎ
年

ま
で
の
過
去
Ⅳ
年
間
の
発
行
枚
数

累
計
３
，
７
４
０
件
に
対
し
、
平

成
旭
年
１
年
間
だ
け
で
２
，
０
９

７
件
と
急
激
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

県
板
と
し
ま
し
て
も
、
保
証
事
業

を
当
分
の
間
は
主
要
事
業
と
し
て

推
進
し
、
確
固
た
る
制
度
と
し
て

確
立
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。
そ
の

た
め
に
は
保
証
件
数
の
実
績
を
さ

ら
に
上
げ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

平
成
ｎ
年
ま
で
の
合
計
而
件
に
対

し
て
、
皆
様
方
の
ご
協
力
に
よ

り
、
昨
年
は
保
証
書
発
行
件
数
が

１
５
２
件
と
こ
れ
ま
で
の
最
高
と

な
り
、
６
月
”
日
現
在
で
累
計
が

３
０
３
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。
本

年
度
は
、
さ
ら
に
多
く
の
保
証
書

を
発
行
致
し
た
く
、
県
板
の
保
証

制
度
適
用
店
の
方
々
に
最
低
１
件

は
申
請
し
て
頂
く
よ
う
お
願
い
致

し
ま
す
。

愛

Ⅲ
県
板
事
務
局
Ⅲ

夏
期
休
暇
の

お
知
ら
せ

て
き
て
内
容
の
紹
介
な
ど
で
、
自

分
も
の
ぞ
い
た
こ
と
が
あ
っ
て
結

構
充
実
し
た
内
容
で
、
愛
知
県
板

金
工
業
組
合
の
設
立
か
ら
生
い
立

ち
と
か
、
責
任
施
工
保
証
制
度
や

役
員
名
簿
な
ど
載
っ
て
い
ま
す
。

訪
問
者
も
三
千
人
に
迫
る
い
き
お

い
で
、
こ
っ
た
作
り
に
な
っ
て
い

ま
し
た
の
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
や
っ
て
い
る
方
は
、
一
度
見
て

み
る
と
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ち
ょ
っ
と
余
談
に
な
り
ま
し
た

が
後
半
は
本
業
の
新
聞
作
り
で
、

各
自
が
持
ち
寄
っ
た
記
事
を
、
ど

こ
に
載
せ
る
の
か
検
討
し
て
い
る

間
に
、
そ
の
記
事
を
み
ん
な
で
、

回
し
読
み
し
て
、
誤
字
脱
字
が
な

い
か
、
あ
れ
ば
修
正
し
た
り
し
て

チ
ェ
ッ
ク
し
て
、
写
真
な
ど
が
有

れ
ば
、
そ
の
内
容
に
あ
っ
た
写
真

を
選
定
し
ま
し
た
。

写
真
な
ど
は
、
た
と
え
ば
親
睦

旅
行
な
ど
で
は
、
全
員
の
写
っ
て

い
る
互
真
や
、
何
処
に
旅
行
に
行
っ

た
か
分
か
る
写
真
を
選
ん
だ
り
、

講
演
会
な
ど
は
、
顔
と
か
が
は
っ

き
り
分
か
る
物
を
選
抜
し
、
レ
イ

ア
ウ
ト
な
ど
を
決
め
て
、
三
時
間

に
及
ぶ
新
聞
の
編
集
が
終
わ
り
ま

し
た
。今

回
十
名
の
ス
タ
ッ
フ
で
作
り

ま
し
た
。

次
回
七
月
三
十
一
日
火
曜
日

豊
田
田
中

住
宅
品
質
確
保
促
進
法
（
品
確

法
）
の
施
行
に
よ
り
、
工
事
発
注

者
、
御
施
主
様
の
認
識
が
高
ま
っ

て
お
り
、
保
証
書
発
行
数
が
急
増

し
て
い
る
最
近
の
状
況
を
知
ら
せ

る
べ
き
で
あ
る
。
各
支
部
長
あ
て

に
協
力
依
頼
を
す
る
。
保
証
看
板

店
で
、
世
代
交
代
な
ど
が
あ
っ
た

と
き
「
自
動
継
承
で
な
く
、
講
習

会
受
講
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
Ｐ

Ｒ
し
て
は
ど
う
か
」
と
の
意
見
が

出
さ
れ
た
。
広
報
委
員
会
、
支
部

で
の
取
組
み
の
呼
掛
け
を
検
討
す

る
こ
と
と
し
た
。

側
そ
の
他
当
面
す
る
諸
課
題
に
つ

い
て
（
意
見
交
換
な
ど
）

②
の
講
習
会
は
受
講
人
数
・
講

師
な
ど
課
題
が
多
い
。
継
続
的
に

実
施
が
重
要
で
あ
る
。
今
年
度
の
委

員
会
開
催
は
、
４
回
程
度
と
す
る
。
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鰯蕊鍾：

驚議鍵蕊
世
間
で
は
梅
雨
入
り
し
た
ば
か

り
の
六
月
三
～
五
日
の
二
泊
三
日

で
津
島
支
部
十
四
名
の
参
加
で
支

部
旅
行
を
行
っ
た
。

早
朝
名
古
屋
空
港
か
ら
約
卯
分

で
千
歳
空
港
へ
。
名
古
屋
は
快
晴

だ
っ
た
が
、
北
海
道
は
あ
い
に
く

の
曇
空
。
空
港
ロ
ビ
ー
で
現
地
ガ

イ
ド
と
合
流
、
中
型
バ
ス
一
台
貸

し
切
り
で
ゆ
っ
た
り
と
最
初
の
目

的
地
ノ
ー
ザ
ン
ホ
ー
ス
パ
ー
ク
へ
。

途
中
一
匹
の
野
生
の
キ
タ
キ
ッ
ネ

に
辿
遇
し
、
あ
ら
た
め
て
北
海
道

を
体
感
し
た
。
こ
こ
は
乗
馬
や
馬

車
が
楽
し
め
家
族
連
れ
で
楽
し
め

そ
う
な
と
こ
ろ
で
、
参
加
者
は
馬

よ
り
も
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
や
レ
ー
ザ
ー

シ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
盛
り
上
が
っ

た
後
謎
昼
食
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を

と
り
、
皆
早
朝
出
発
の
せ
い
か
肉

の
お
か
わ
り
を
と
っ
た
。

そ
の
後
支
筋
湖
へ
。
こ
こ
は
日

本
で
二
番
目
に
深
い
湖
だ
そ
う
で
、

碩
厘
固
園

岡
崎
支
部

幻
日
役
員
会

・
県
中
小
企
業
共
済
の
保

険
内
容
の
変
更

・
県
板
総
代
会
の
報
告

・
全
板
大
会

・
支
部
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
・
関
係
団
体
の
報
告

碧
南
支
部

別
日
青
年
部
定
例
会

・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
打
合
せ

・
成
人
訓
練
の
件

肥
日
支
部
役
員
会
叫
名

・
太
子
誹
議
題
に
つ
い
て

刈
谷
支
部

４
日
定
例
会
四
名

皿
．
過
日
全
板
大
会
参
加Ｍ

名

鯛
日
簡
易
人
間
ド
ッ
ク
Ⅲ
名

豊
田
支
部

９
日
第
３
回
役
員
・
班
長
会

Ⅳ
名

西
尾
支
部

皿
・
田
日
全
板
大
会
参
加、

名

８
日
支
部
役
員
会
肥
名

・
健
康
診
断
参
加
者
募
集

知
立
支
部

週
日
全
板
大
会
参
加
４
名

知
多
支
部

肥
日
青
年
部
ボ
ー
リ
ン
グ
大

会
・
懇
親
会
肥
名

東
三
支
部

５
日
定
例
会
訂
名

８
日
豊
会
と
の
会
合
肥
名

ｎ
日
青
年
部
定
例
会
ｎ
名

皿
・
週
日
全
板
大
会
・
親
睦

旅
行
皿
名

妬
日
三
役
会
６
名

騨弾丘一

驚.，

､蕊

最
深
三
六
三
Ｍ
。
ち
な
み
に
一
位

は
秋
田
の
田
沢
湖
だ
そ
う
だ
。

こ
の
あ
た
り
に
な
る
と
回
り
の

団
体
客
の
言
葉
の
違
い
に
気
が
つ

い
た
。
最
近
で
は
、
台
湾
や
韓
国

な
ど
の
直
行
便
が
で
き
多
く
の
観

光
客
が
訪
れ
る
そ
う
だ
。

次
に
支
坊
湖
南
に
あ
る
「
苔
の

洞
門
」
へ
。
こ
こ
は
樽
前
山
が
噴

火
し
た
時
に
流
れ
出
た
溶
岩
の
割

れ
目
が
沢
水
等
に
よ
り
浸
食
さ
れ

て
で
き
た
自
然
の
回
廊
状
の
地
形

で
、
駐
車
場
か
ら
約
七
五
○
Ｍ
の

ゆ
る
い
登
り
坂
を
歩
い
て
、
四
、

五
Ｍ
は
あ
る
岩
肌
に
び
っ
し
り
と

苔
が
は
え
た
間
を
通
り
抜
け
て
ゆ

く
の
だ
が
、
ま
る
で
別
世
界
の
よ

う
で
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
高
そ
う
な
カ

メ
ラ
を
持
っ
た
方
々
が
、
シ
ャ
ッ

タ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
み
つ
け
て
は
三

脚
を
立
て
て
い
た
。
一
度
訪
れ
て

み
る
こ
と
を
お
す
す
め
す
る
。
ま

た
悪
天
候
等
で
足
場
が
悪
く
な
る

…
討罫α

、,少年骨ず･母､、

識
必溌

織

廟
腎
麗
》

蟻
可

Q

聖
君

二
○
六
回
の
編
集
後
記
を
書
い

て
こ
ら
れ
た
斉
藤
前
委
員
長
に
は

長
い
間
、
大
変
お
疲
れ
さ
ま
で
し

た
。

六
月
か
ら
は
新
年
度
の
八
委
員

会
が
新
し
い
委
員
構
成
で
ス
タ
ー

ト
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
委
嘱
状
が
手

渡
さ
れ
て
い
る
。

広
報
委
員
会
で
は
六
月
二
十
八

日
午
後
二
時
か
ら
県
板
三
階
会
議

室
で
編
集
委
員
会
を
開
催
し
た
。

再
任
委
員
に
加
え
新
し
い
委
員

合
わ
せ
て
十
名
の
出
席
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
委
員
に
抱
負
を
語
っ

て
も
ら
っ
た
が
、
皆
さ
ん
建
設
的

な
意
見
で
積
極
的
に
記
事
を
書
こ

う
と
い
う
意
気
込
み
で
あ
り
力
強

く
感
じ
た
。

委
員
長
就
任
に
当
た
り
先
日
、

初
代
委
員
長
で
あ
っ
た
栗
田
政
雄

氏
を
表
敬
訪
問
し
た
。

今
年
九
十
才
に
な
ら
れ
る
栗
田

氏
は
古
い
資
料
を
出
し
て
こ
ら
れ

当
時
を
熱
く
語
ら
れ
た
、
資
料
を

持
ち
帰
り
良
く
読
ん
で
ほ
し
い
と

言
わ
れ
て
お
借
り
し
た
。
記
録
に

残
す
こ
と
が
い
か
に
大
切
か
が
資

料
か
ら
良
く
分
か
る
。
今
日
、
編

集
し
た
「
愛
板
」
が
記
録
と
し
て

後
世
に
残
す
資
料
で
あ
る
事
に
と

て
も
責
任
を
感
じ
て
い
る
。

六
月
二
十
八
日
附
曇

三
六
二
号
編
集
会
議

出
席
委
員
十
名

午
後
五
時
十
五
分
終
了

広
報
委
員
長
鷲
見
牧

鳥
、
藻
，
叱
生
琴

と
閉
鎖
に
な
る
そ
う
だ
。

ま
た
観
光
客
の
タ
バ
コ
の

再一､｡

愛

▲津島支部の組合のみなさん

６
月
各
支
部
の
動
き

投
げ
捨
て
で
火
事
が
あ
り
入
山
す

る
時
に
受
付
で
団
体
名
や
入
山
時

間
を
書
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

禁
煙
に
御
協
力
を
。

次
に
訪
れ
た
の
が
白
老
ポ
ロ
ト

コ
タ
ン
。
こ
こ
は
有
名
な
観
光
地

な
の
で
御
存
知
の
方
も
多
い
だ
ろ

う
。
ア
イ
ヌ
民
族
の
博
物
館
で
、

伝
統
工
芸
や
踊
り
や
唄
を
観
る
こ

と
が
で
き
た
。
言
葉
も
全
く
違
い

異
国
文
化
で
あ
っ
た
。

本
日
最
後
の
宿
泊
地
登
別
へ
移

動
。
我
々
が
お
世
話
に
な
る
の
は

「
ま
ほ
ろ
ば
」
と
い
う
旅
館
で
こ

こ
は
登
別
一
の
大
浴
場
が
自
慢
で
、

地
下
一
階
と
二
階
に
連
な
っ
て
お

り
男
女
あ
わ
せ
て
三
一
種
類
も
の

湯
め
ぐ
り
が
楽
し
め
、
露
天
風
呂

だ
け
で
も
一
般
の
旅
館
の
大
浴
場

ほ
ど
あ
っ
た
。
露
天
風
呂
か
ら
眺

め
る
山
肌
の
木
々
の
あ
お
さ
が
気

持
ち
よ
く
感
じ
ら
れ
た
。
一
日
の

旅
の
疲
れ
を
流
し
た
後
宴
会
へ
・

四
名
の
コ
ン
パ
ー
ー
ォ
ン
も
加
わ
り

大
い
に
盛
り
上
が
り
無
事
一
日
目

を
終
え
た
。

津
島
猪
飼

一
二
伊

鯵
篭浅

四ph

東
北
支
部

胆
日
役
員
会
８
名

・
秋
研
修
旅
行
の
件
等

中
支
部２

日
支
部
会
９
名

昭
和
支
部

８
日
月
例
会
ｕ
名

・
青
年
部
発
足
の
準
備

・
高
速
道
路
別
納
カ
ー
ド

熱
田
南
支
部

皿
・
田
日
全
板
大
会
県
板
コ
ー

ス
参
加
４
名

皿
日
定
例
会

中
川
港
支
部

皿
・
週
日
全
板
大
会
参
加皿

名

妬
日
月
例
会
別
名

尾
張
板
金
連
合
会

型
日
理
事
会

・
全
板
大
会
愛
知
県
開
催

に
つ
い
て

津
島
支
部

３
．
４
．
５
日
親
睦
旅
行

北
海
道
皿
名

小
牧
支
部

岨
・
田
日
全
板
大
会
９
名

江
南
支
部

晦
日
定
例
会
６
名

春
日
井
支
部

８
日
定
例
会
皿
名

犯
日
役
員
会

一
宮
支
部

岨
・
旧
日
全
板
大
会
参
加ｎ

名

西
三
板
金
連
合
会

２
日
リ
フ
ォ
ー
ム
に
役
立
つ

研
修
会
糾
名

▲苔の洞門


